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➆側溝浚渫 L=27.5m（W=0.3m、平均堆積厚0.3m）
　（コンクリート蓋（t=10cm）有）
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　　（コンクリート蓋（t=10cm）L=3.5m有、L=5.0m無）
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計画平面図 S=1:250 (A3)
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既存コンクリートブロック1段撤去及び1段新設 L=24.2m 既存コンクリートブロック1段残置 L=0.8m
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土間コンクリート A=23.1㎡（伸縮目地 2箇所）

排水管設置（VP管呼び径300）L=20.5m
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※各構造物の埋戻しは掘削土を流用すること
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・既存側溝底は側溝天端から70cm下り
・既存側溝側壁はつり
・U180、VP300接続後、モルタル詰め

・既存側溝底は側溝天端から65cm下り
・既存側溝側壁はつり
・U180、VP300接続後、モルタル詰め
・VP300の管底は既存側溝底と合わせ、
　勾配は0.3％で敷設すること

構造図 （A3）

既存側溝


